
」」、
ロ

湾

香

と

北
京
の
戦
略
目
標

今
日
の
中
華
人
民
共
和
国
政
府が
建
国以
来一
貫

し
て、
「
我
例一
定
要
解
放
台
湾
（
わ
れ
わ
れ
は
必

ず
台
湾
を
解
放
す
る）
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と

で、
「
台
湾
の
祖
国
復
帰」
「
台
湾
と
の
統
ご
を

民
族
的
統一
の
最
終
目
標
（
Z
邑o
g－
D
SC
と 港IV 

明
日
の
香
港
と
中
国
③

し
て
叫
び
つ
づ
け
て
い
る
と
と
は、
周
知
の
と
hg
り

で
あ
る。
だ
が、
と
の
よ
う
な
悲
願
に
も
か
か
わ
ら

ず、
台
湾
（
中
華
民
国）
が
近
い
将
来、
中
国
と
の

一
体
化
を
実
現
す
る
と
い
う
可
能
性
は、
き
わ
め
て

小
さ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
お
そ
ら
く、
今
世
紀

中
は
も
と
よ
り、
香
港
が
中
国
の
主
権
下
に
入っ
た

二
十一
世
紀
に
なっ
て
も、
台
湾
と
中
国
と
の
関
係

に
は
当
分、
根
本
的
な
変
化
は
ない
よ
う
に
恩
わ
れ

ヲ匂。

そ
の
理
由
段、
ま
ず
第一
に、
今
日
の
台
湾
は、

す
で
に
ア
ジ
ア
に
必
け
る
新
興
工
業
諸
国（
N
I
C

S）
の一
員
と
し
て、
近
代
化へ
の
H
離
陸d
期
を

終
え、
一
人
当
た
り
国
民
総
生
産
（
G
N
P）
は
三

千
米
ド
ル
を
超
え
て
し
まっ
て
い
る
（一
九
八
四
年

現
在、
三
千
六
十
七
米
ド
ル）
と
い
う
現
実
が、
今

世
紀
末
に
よ
う
や
く一
人
当
た
り
G
N
P
千
米
ド
ル

達
成
を
目
指
す
大
陸
中
国
と
の
あ
ま
り
に
も
大
きい

経
済
的・
社
会
的
格
差
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う

器
本
的
な
要
因
に
求
め
ら
れ
よ
う。

第こ
に
は、
北
京
に
よ
る
台
湾
解
放
の
戦
略
目
標

に
も
か
か
わ
ら
ず、
台
湾
の
も
つ
地
政
学
的
条
件

（
東
海
岸
は
絶
壁に
よ
る
天
然
の
要
告
で
あっ
て、

H
不
沈
空
母H
と
い
う
言
葉
は、
台
湾に
ζ
そ
当
て

l飽5.4.23世界週報'51 
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は
ま
る）
と
現
有
の
近
代
化
さ
れ
た
国
防
力
に
依
拠

す
る
か
ぎ
り、
人
民
解
放
軍
に
よ
る
武
力
解
放
は、

純
軍
事
的
観
点
か
ら
し
て
も
ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
と

い
う
要
因
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い。

第
三
に
は、
国
連
か
ら
の
台
湾
の
追
放
や
日
台
断

交、
米
台
断
交
な
ど
に
見
ら
れ
る
台
湾
の
国
際
的
孤

立
に
も
か
か
わ
ら
ず、
米
台
関
係
や
日
台
関
係
を
は

じ
め
と
す
る
台
湾
の
国
際
関
係
は、
H
民
間H
レ
ベ

ル
を
主
噂
に
し
て
き
わ
め
て
緊
密
に
世
界
各
地
に
及

ん
で
お
り、
台
湾
を
め
ぐ
る
と
の
よ
う
な
国
際
環
境

が
中
国
に
よ
る
武
力
解
放
は
も
と
よ
り、
台
湾
の
国

際
的
地
位
の
根
本
的
な
変
化
を
昨
容
し
が
た
く
なっ

て
い
る
と
い
う
重
要
な
与
件
が
挙
げ
ら
れ
よ
う。

と
う
し
た
台
湾
の
客
観
的
位
置
を
中
国
側
も
認
識

し
て
い
る
が
ゆ
え
に、
北
京
と
し
て
は、
武
力
に
よ

る
台
湾
解
放
の
権
利
を一
貫
し
て
留
保
し
つ
つ
も、

た
え
ず
平
和
的
な
手
段
に
よ
る
台
湾
と
の
統一
を
呼

び
か
け
て
き
た
の
で
あっ
た。
一
九
八一
年
九
月の

繋
剣
英・
中
国
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務

委口長
に

よ
る
。
第
三
次
国
共
合
作H
の
た
め
の
い
わ
ゆ
る
九

項
目
提
案
は、
一
面
で
「
落
葉
焔
根」
（
木
の
繋
が

根
元
に
落
ち
る
よ
う
に
老い
た
ら
生
ま
れ
故
郷
に
戻

る）
の
情
を
国
民
党
指
導
者
に
誘
う
も
の
で
あ
る
と

と
も
に、
右
の
よ
う
な
台
湾
を
め
ぐ
る
客
観
的
諸
要

因
を
認
め
ざ
る
を
得
ない
中
国
側
が、
台
湾
武
力
解

放
の
道
の
。
放
楽d
を
内
外
に
悶
明
し
た
に
等
し
い

も
の
で
あっ
た。

そ
れ
だ
け
に、
香
港
の
将
来
に
か
ん
し
て、
い
わ

ゆ
る
ご
国
両
制
（一
国
家
二
制
度）
」
を
構
想

し、
新
し
い
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
に
「
特
別
行
政

区」
を
規
定
し
た
今
日
の
「
開
放」
体
制
下
の
中
国

首
脳
に
とっ
て、
香
港
を
め
ぐ
る
英
中
合
意
と
将
来

の
香
港
経
営
が、
台
湾
と
の
統一
へ
の
基
盤
に
な
り

得
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
ζ
そ、
当
面、
依
拠
し

得
る
唯一
の
戦
略
構
想
に
なっ
て
い
る。
だ
が、
と

の
よ
う
な
長
期
戦
略
に
の
み
依
ら
ざ
る
を
得
ない
と

と
自
体、
ま
ず
第一
に、
台
湾
解
放
問
題
が
実
際
上

香
港
問
題
よ
り
も
遠い
将
来
の
謀
題
に
な
り
つ
つ
あ

る
と
い
う
北
京
に
とっ
て
の
戦
略
的
優
先
順
位
の
逆

転
（
つ
ま
り、
毛
沢
東日
周
恩
来
時
代
の
「
先
台
湾、

後
港
決
〈
香
港・
マ
カ
オ〉
」
政
策
か
ら
今
日
の

「
先
香
港、
後
台
湾」
政
策へ
の
逆
転）
を
意
味
し

て
い
る。

そ
し
て
第こ
に
は、
「マ
カ
オ日
香
港
ム同
湾
ド
ミ

ノ
理
情
（
吋
Z

H吾
g
？図。ロ旬
開
gml吋弘司
自

ロ05
50
叶
Zo
q）」
（
ル
シ
ア
ン－
w・
パ
イ
教

授
の
言
葉）
に
基
づ
く、
中
固
に
たい
し
て
弱い
立

場
に
あ
る
周
辺
地
域
か
ら
次
々
に
北
京
の
手
中
に
落

ち
る
と
い
っ
た
桝
恕
が、
台
湾
の
と
と
ろ
で
ス
ト
ッ

プ
し
て
し
ま
い、
当
面
の
現
実
性
を
も
つ
も
の
で
は

ない
と
と
を
物
語っ
て
い
る。
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揺れ動く指導者の
台湾発言

そ
れ
だ
け
に、
中
国
指
部
者
の
ジ
レ
ン
マ
も
大
き

く、
香
港
問
題
と
の
関
連
で
の
台
湾
に
か
ん
す
る
発

言
も、
と
の
と
と
ろ
大
き
く
揺
れ
動い
て
き
た。

ま
ず、
英
中
交
渉
が
山
県却
を
越
え
てハ
ウ
英
外
相

訪
中
に
よ
る
大
筋
の
合
窓
に
達
し
た
直
後
の一
九
八

四
年四
月二
十一
日、
姫
鵬
飛・
凪
務
委
員
（
香
潜・

マ
カ
オ
弁
公
室
主
任）
は、
香
港
の
社
会
活
動
家
代

表
団
と
会
見
し
た
際
に、
「
香
港
に
あ
る
国
民
党
の

組
織
が
香
港
の
法
律
を
守
る
限
り、
他
の
香
港
住
民

と
同
じ
権
利
を
持っ
と
と
が
で
き
る」
と
含
み
の
あ

る
発
言
を
し
た。

と
と
ろ
が、
同
年
五
月
二
十
五
日、
香
港・
マ
カ

オ
地
区
の
全
国
人
民
代
表
大
会
代
表・
政
治
協
商
会

議
全
国
委
員
と
会
見
し
た
郡
小
平
主
任
は、
中
国
指

導
者
の
前
言
を
翻
し
て、
人
民
解
放
軍
の
香
港
駐
留

を
断
固
主
張し
た
の
だ
が、
そと
で
は
「
台
湾
が
香

港
で
騒
ぎ
を
引
き
起ζ
し
た
がっ
て
い
る
グ
兆
候u

が
現
実
に
あ
る」
と
も
述べ
た
と
い
う
（『
サ
ウ
ス・
l担5.4. 23 
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一
九
八
四
年

七
月二
日
付）。
さ
ら
に
同
年
六
月二
十二、
二
十

三
両
日、
香
港
の
立
法・
符
政
両
評
議
会
議
日
と
会

見
し
た
郵
小
平
主
任
は
「
（
台
湾）
問
題
が
平
和
的

に
解
決
し
な
け
れ
ば、
武
力
に
よっ
て
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
老
い」
と
発
言、
「
し
か
し、
そ
れ
は
双

方
に
何
の
利
益
も
も
た
ら
さ
ない」
と
述べ
た
も
の

の、
台
湾
武
力
解
放
の
道
を
改
め
て
留
保
し
た
の
で

あっ
た。

チ守
イ
ナ・
モ
ーニ
ン
グ・
ポ
ス
ト』

と
う
し
た
経
綿
の
の
ち
の
築
中
合
意
直
後
に
は、

と
の
合
意に
満
足
し
た
郡
小
平
主
任
は、
十
月
三
日、

香
港・
マ
カ
オ
の
国
慶
節
祝
典
参
観
固
に
た
い
し

て、
一
九
九
七
年
以
降
も
「
台
湾
の
在
香
港
機
構
は

存
続
す
る
と
と
が
で
き
る」
と
言
明
す
る
と
と
も

に、
「戸付
励
面
で
は
香
港
で
混
乱
を
引
き
起
と
す
と

と
は
で
き
ず、
グ二
つ
の
中
国d
を
進
め
る
と
と
は

で
き
ない
と
と
に
留
意
し
－な
け
れ
ば
な
ら
ない」
と

ク
ギ
を
さ
し
た
の
で
あっ
た
（
『
朝
日
新
聞』
一
九

八
四
年
十
月
五
日
付）。
同
じ
日
に
意
文
晋・
駐
米

大
使
は、
台
湾
問
題
の
解
決
は
香
港
返
還
方
式
が
モ

デル
に
な
り
得
る
と
と
を
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル・
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
で
の
記
者
会
見
で
語
っ
て
お

り、
と
の
よ
う
な
榔
想
を
同
年
十
月
十
日
に
西
ド
イ

ツ
の
コ
l
ル
首
相
と
会
見
し
た
郡
小
平
主
任
も
支
持

し
て
い
る。

と
と
ろ
が、
翌
十
月
十一
日、
日
本
の
公
明
党
代

表
団
と
会
見
し
た
郵
小
平
主
任
は、
台
湾
政
策
に
言

及
し
た
際
に
「
武
力
で
台
湾
に
進
攻
す
る
力
は
ない

が、
封
鎖
す
る
と
と
は
で
き
る」
と
語
り、
台
湾
に

た
い
す
る
「
海
上
封
鎖」
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
波

紋
を
投
じ、
中
国
側
の
台
湾
政
策
の
振
幅
の
大
き
さ

を
明
る
み
に
出
し
た。
一
方、
十一
月
六
日
に
全
国

人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
会
競
で
英
中
合
意
文
岱

を
説
明
し
た
呉
学
敵
外
交
部
長
は
「
香
港
問
題
の
解

決
は、
台
湾
当
局
と
台
湾
人
民
に
た
い
し
きっ
と
深

速
な
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
し、
祖
国
統一
の
大

都
議
の
早
期
達
成
の
促
進
に
有
利
で
あ
る」
と
賠っ

て
い
る。

結
局、
郵
小
平
主
任
は、
英
中
合
意
文
書
正
式
調

印
翌
日
の
同
年
十二
月二
十
日、
香
港
の
Y－
K・

パ
オ
（
包
玉
剛）
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド・
グ
ル
ー
プ
代

表
と
会
見
し
た
際
に
「
香
港
問
題
を
解
決
し
た
経
験

を
台
湾
に
適
用
す
れ
ば、
ア
メ
リ
カ
を
含
む
すべ
て

に
利
益
が
あ
る」
と
諮
り、
と
の
部
小
平
発
言
の
延

長
線
上
で
中
国
外
交
部
は一
九
八
五
年一
月
四
日、

一
九
九
七
年
以
後
も
香
港
と
台
湾
が
取
り
結
ん
で
い

る
貿
易、
運
輸、
民
間
航
空、
文
化
交
流、
人
的
交

流
は
現
状
通
り
維
持
存
続
さ
れ
る
旨
を
言
明
し
た
の

で
あ
る（
以
上
の
点
に
つ
い
て
は、
念
hO
部州
忠一・「『一

国
雨
制』
的
台
滑
結」
『
九
十年
代』
一
九
八
四
年

十一
月
号
お
よ
び
若
葉
正
義
「
香
港
返
還
問
題
と
台

湾」、
『
ア
ジ
ア
時
報』
一
九
八
五
年
三
月
号、
参

照）。と
の
よ
う
に
中
国
は
「一
国
両
制」
方
式
の
香
潜

モ
デル
を
台
湾
と
の
統一
と
い
う
長
期
戦
略
に
適
用

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
が、
そ
の
た
め
に
も
深
別、

回
門、
泊
頭、
珠
海
の
四
つ
の
経
済
特
区
を
成
功
さ

せ
ね
ば
な
ら
ず、
台
湾
と
の
様々
なレ
ベ
ル
の
交
流

を
む
し
ろ
積
極
的
に
進
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
ない
と
考

え
は
じ
め
て
い
る。
と
く
に
福
建
省
と
台
湾
と
の
交

流
に
つ
い
て
は
大い
に
意
を
用
い
は
じ
め
て
お
り、

福
州、
直
門
で
は
交
易
に
来
る
台
湾
人
に
五
つ
の
港

を
開
放
す
る
と
と
も
に、
泉
州、
滋
州
な
ど
三
つ
の

都
市
に
は
「
台
湾
省
民
宿
泊セ
ン
タ
ー」
さ
え
設
け

た
と
と
も
報
じ
ら
れ
た
（
R
P
H
東
京、
『
サ
ン
ケ

イ
新
聞』
一
九
八
四
年
十
月
十
三
日）。

北
京
の
狙い
は、
と
う
し
て
台
湾
統一
へ
の
長
期

戦
略
に
向
け
て
香
港
問
題
を
大い
に
活
用
し、
徐々

に
照
準
を
絞っ
て
ゆ
く
と
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う。

羽田.4.お

台
湾
の
香
港
政
策

と
の
よ
う
な
北
京
の
台
湾
政
策
に
たい
し
て、
台

北
政
権
の
対
応
は、
北
京
の
い
か
念
る
統一
工
作に

も
応
じ
ない
と
の一
貫
し
た
態
度
を
とっ
て
い
る。

香
港
問
題
に
た
い
し
て
も、
そ
も
そ
も
今
回
の
英
中

合
意
を
認
め
ず、
ま
し
て
や
中
国
指
導
者
の
語
る

ご
国
両
制」
な
ど
は
あ
り
得
ず、
そ
れ
は
グ
陰

謀d
で
あ
り、
グ
策
略d
で
あ
る
と
い
う
立
場
が
基

本
で
あ
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
ない。
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そ
も
そ
も
台
湾
側
は
香
港
の
将
来
に
か
ん
し
て、

「
九
七
大
限」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
用
い
て
い
る

が、
そ
れ
は一
九
九
七
年
を
香
港
中
国
人
が
「
寿
命

の
尽
き
る
と
き
（
大
限）
」
と
考
え
て
い
る
と
い
う

見
方
な
の
で
あ
る。

と
う
し
た
前
提
の
も
と
で、
ムロ
両
側
は、
英
中
合

意
の
の
ち
に
発
表
さ
れ
た
鵜
経
国
総
統
の
声
明、
議

問
難
行
政
院
長
の
声
明、
外
交
部
声
明お
よ
び
中
国

国
民
党
中
央
常
務
委
μ会
決
議
を
基
本
的
な
立
場
の

公
式
表
明
だ
と
し
て
い
る。
ま
ず
除
国
議
院
長
は、

英
中
合
窓
直
後
の
八
四
年
九
月二
十
六
日
に
香
港
問

屈に
か
ん
す
る
「特
別
践
話」
を
発
表
し
た。
そ
と

で
は
「
香
港・
九
竜
は
中
国
領
土
の一
部
で
あ
り、

当
然
に
わ
が
中
挙
民
固
に
返
還
さ
るべ
き
も
の
で
あ

る。
と
と
ろ
が
英
国
は、
と
と
も
あ
ろ
う
に
中
共
と

の
聞
で、
い
わ
ゆ
る
『
香
港の
将
来』
に
関
す
る

『
合
意』
に
到
達
し、
五
百
五
十
万
香
港
住
民
の
意

思
を
完
全
に
抹
殺
し
て、
自
由
念
香
港
同
胞
を
共
産

独
裁
の
奴
隷
化
の
も
と
に
投
げ
入
れ
よ
う
と
し
て
い

る。
：：：
中
義
民
聞の
政
府
と
人
民
除、
と
の
よ
う

な
い
わ
ゆ
る
『
合
意』
を、
絶
対
に
承
認
し
な
い」

と
の
前
提
で、
「
香
潜同
胞
を
支
援
す
る」
た
め
の

十一
項
目
の
方
針
を
提
示
し
た。

と
の
十一
項
目
に
は
「
香
港
華
僑
同
胞
州
国
事
務

相
談
服
務
処」
（
す
で
に
八
四
年
九
月
十
八
日
に
開

設
さ
れ、
次
い
で
十一
月一
日
に
は、
同
処
の
委
託

を
受
け
た
「
議
光
旅
連
社
が
香
潜
九
竜
の
旺
角に
閉

店
し
た）
の
設
問、
帰
国
同
胞へ
の
住
宅
購
入
資
金

の
融
資、
オ
フ
シ
ョ
ア
金
融
セ
ン
タ
ー
で
の
資
金
上

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
の
受
け
入
れ
措
置
（
と
れ
ら

の
措
置
は
行
政
院
経
済・
財
政
両
部
に
よっ
て
具
体

化
さ
れ
る）
と
と
も
に、「
香
港
に
ふ
み
と
ど
ま
る
華

僑
同
胞」
へ
の
激
励
や
支
媛、
協
力
が
う
た
わ
れ
て

い
た。
向
日、
台
湾
外
交
部
が
発
表
し
た
声
明
も、

英
中
合
意
文
世
の「
無
効」
を
強
く
主
聾
し
た
ζ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い。
次
い
で
十
月
三
自
に
は
国
民
党

中
央
常
務
委
口
会
が
「
港
九
同
胞
協
助
の
五
項
目
決

議」
を
発
表
し
た。
と
う
し
た
公
式
見
解
表
明
の
の

ち
に
十
月
九
日、
勝
経
団
総
統
は、
一旭
国
記
念
日（
双

十
節）
に
先
立っ
て
「
三
民
主
義の
統一
中
国
は
必

勝
必
成
で
あ
る」
と
題
す
る
特
別メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

表、
香
港
問
題
で
の
台
北
政
権
の
原
則
的
立
場
を

「
三
民
主
義」
の
立
場
か
ら
強
調
し
た
の
で
あっ
た。
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座視するしかないジレンマ

と
の
よ
う
な
台
間
側
の
立
場
は、
い
う
ま
で
も
な

く、
中
国
側
の
い
か
な
る
統一
工
作
に
たい
し
て
も

と
れ
に
応
じ
な
い
と
い
う「
三
不
通」
政
策
（
通
商、

交
通、
通
信
を
し
な
い
と
い
う
政
策）
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
が、
し
か
し、
一
九
九
七
年
以
降
の
香
港

に
たい
し
て
は、
で
き
る
だ
け
現
状
の
香
港町
台
湾

関
係
を
維
持
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
殺
に

徐々
に
移
行
し
て
き
て
い
る
と
と
は
注
目
すべ
き
で

あ
り、
と
の
よ
う
な
立
場
は、
八
五
年一
月、
米
誌

『
リ
ー
ダ
ー
ズ・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト』
と
の
会
見
で
の

み隙
国
華
院
長
の
発
言
で
も
確
認
さ
れ
た。

一
方、
す
で
に一
九
八
四
年
十
月
八
日、
台
湾
に

は
行
政
院
長
の
指
示
で
「
香
港
小
組」
（
香
港
問
題

特
別
小
委
員
会）
が
設
置
さ
れ
る
と
と
と
な
り、
林

洋
港・
行
政
院
副
院
長
が
組
長
に
就
任
し
た
が、
林

組
長
は、
今
回、
台
北
で
の
私
と
の
会
見
（一
九
八

五
年
四
月一
日）
に
際
し
で
も、
香
港
問
題に
つ
い

て
の
長
期
の
取
り
組
み
の
必
要
を
強
調
し、
「
香
港

が
衰
退
せ
ず
継
続
的
に
進
歩
発
展
す
る
と
と
が
中
共
l姐5.4.23



連載／香港ーその歴史と未来＠

の
利
益
に
な
る
か
ら、
中
共
は
そ
の
た
め
の
努
力
を

す
る
だ
ろ
う
が、
台
湾
と
し
て
は
香
港
の
五
百
数
十

万
同
胞
が
自
由
民
主
制
度
の
も
と
で
継
続
し
て
安
定

し
て
発
展
す
る
と
と
と
そ、
将
来、
共
産
主
義
の
制

度
で
は
な
く
自
由
民
主
の
制
度
の
も
と
で
大
陸
と
の

統一
が
実
現
さ
れ
る
た
め
の
よ
い
見
本
に
な
る
だ
ろ

う。
従っ
て、
香
港
の
安
定
し
た
発
展
と
そ
望
ま
し

い」
と
い
う
き
わ
め
て
長
期
的
か
つ
柔
軟
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
展
開
し
て
い
て
印
象
的
で
あっ
た。

と
の
よ
う
な
台
湾
の
立
場
は、
ま
ず
第一
に、
台

湾
の
今
日
の
経
済
的・
社
会
的
発
展
が
明
ら
か
に
中

国
大
陸
を
凌
駕
し
て
い
る
と
い
う
都
笑
の
重
み
に
甚

づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
念
る
ま
い。
従っ

て、
郡
小
平
主
任
ら
が
懸
念
し、
ま
た一
般
に
も
想

，ト晶岡田圃圃圃司
、活習
PA

一J司ME

二M
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
台
湾
側
に
よ
る
姑
息
な
「
反

中
共
工
作」
は
厳
に
慎
ま
ね
ば
な
ら
ず、
「
台
湾
側

が
香
港
の
衰
退
の
原
因
を
仕
か
け
た
と
か、
そ
の
よ

う
な
口
実
を
北
京
に
与
え
る
よ
う
な
グ
陰
謀u
グ
小

細
工d
は
絶
対
に
や
り
ま
せ
ん」
と
林
組
長
は
強
調

し
て
い
た。

台北地畿での江商事件判決公判

か
つ
て一
九
七
五
年
十一
月
二
十
八
日、
香
港
整

然
は、
香
港・
新
界
の
翻
拙
地
区
で
台
湾
の
特
務
組

織
が
隠
匿
し
て
い
た
と
い
う
武
器
弾
薬
を
大
量
に
押

収
し
た
と
と
が
あっ
た。
そ
れ
だ
け
に、
香
港
の
将

来
に
か
ん
し
て
も、
た
と
え
ば
国
民
党
組
織
の
強い

新
界
の
調
最
損
そ
の
他
の
地
区
で
反
中
国
工
作
が
続

け
ら
れ
る
の
で
は
老い
か
と
の
見
方
も一
部
に
は
あ

る
が、
右
の
林
洋
港
談
話
は、
も
は
や
台
湾
が
そ
の

よ
う
な
大
陸
工
作
中
心
の
時
代
か
ら
徐々
に
訣
別
し

つ
つ
あ
る
と
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う。
あ

る
い
は、
最
近
の
台
湾
当
局
を
悩
ま
せ
て
い
る
江
南

事
件
〈一
九
八
四
年
十
月、
複
雑
なプ
ロ
フ
ィ
ル
を

も
っ
在
米
の
反
体
制
作
家・
江
南
1
本
名・
劉
宜
良
ー

を
台
湾
の
国
防
部
情
報
局
の一
部
も
関
与
し
て
暗
殺

し
た
事
件）
へ
の
深
刻
な
反
省
が
あ
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
る。

も
と
よ
り、
と
と
に
見
た
台
湾
側
の
基
本
姿
勢
に

か
ん
し
て
は、
右
の
よ
う
な
長
期
戦
略以
外
に、
今

日
の
台
湾
が
香
港
に
た
い
し
て
な
し
得
る
余
地
は
も

は
や
な
く、
当
面、
事
態
の
推
移
を
座
視
す
る
以
外

の
方
法
を
も
ち
得
な
い
台
湾
側
の
ジ
レ
ン
マ
だ
と

そ
れ
を
受
け
と
る
と
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
し、
今

日
の
台
湾
と
し
て
は
み
ず
か
ら
の
問
題に
精一
杯
で

あ
り、
香
港
問
題
ま
で
は
と
て
も
手
が
回
ら
ない
と

い
う
の
が
本
音
で
は
ない
か
と
見
倣
す
と
と
も
で
き

よ
う。
ま
た一
方、
香
港
は
同
じ
中
国
入
社
会
で
あ

っ
て
も、
台
湾
と
は一
般
的
に
言
語
も
通
じ
ない
異

質
念
広
東
入
社
会
で
あっ
て、
し
か
も
金
儲
け
中
心

の
ア
ジ
ア
の
吹
き
だ
ま
り
の
よ
う
な
香
港
の
問
題
な

ど
で
手
を
よ
ど
し
た
く
ない
と
い
うプ
ラ
イ
ド
の
表

明
だ
と
も
受
け
と
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い。

し
か
し、
か
つ
て
H
香
港
の
な
か
の
台
湾H
が
大

陸
工
作
の
重
要
な
基
地
で
あ
り、
拠
点
で
あっ
た
時

代
の
認
識に
基
づ
く
狭
い
反
共
主
義
の
立
場
か
ら
今

日
の
台
湾
が
大
き
く
脱
し
つ
つ
あ
る
と
い
う一
面

は、
や
は
り
台
湾
の
社
会
的
成
熟
の
反
映
だ
と
見
て

よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る。

1部5.4.23

台
湾
の
現
実
と
香
港

一
九
七
0
年
代
初
頭
以
来、
台
湾
は
実
に
厳
し
い

国
際
環
境に
追
い
や
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、
い

ま
や
ア
ジ
ア
の
新
興
工
業
国
と
し
て、
太
平
洋
経
済

圏
の
な
か
に
確
固
た
る
地
位
を
築い
て
お
り、
と
う

し
た
現
実
に
つ
い
て
は、
北
京
の
指
噂
者
自・身
も
認

め
ざ
る
を
得
・な
く
なっ
て
き
て
い
る。
最
近
の
流
行

語
を
用い
れ
ば、
台
湾
と
そ
グ
民
間
の
活
力d
の
国
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際
版
だ
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い。
と
の
ζ
と
は、
相

互
依
存
関
係
が
ま
す
ま
す
大
き
く
なっ
て
い
る
今
日

の
国
際
社
会
に
お
い
て、
台
湾
を
除
外し
た
国
迎
や

国
際
通
貨
基
金
（
I
M
F）
念
ど
公
的
な
国
際
機
構

の
力
が
相
対
的
に
低
下
し、
グ
民
間
の
国
際
関
係d

が
大
き
な
カ
を
発
揮
し
つ
つ
あ
る
今
日
の
国
際
社
会

の
あ
り
ょ
う
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
が、
な

ん
と
い
っ
て
も
台
湾
自
身
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
が
指

摘
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い。

台
湾
は
第二
次
大
戦
後、
日
本
統
治
下
に
お
け
る

殖
民
政
策
の
い
い
意
味
で
の
H
迫
産H
（
教
育・
技

術
水
準
の
高
度
化、
農
業
面
で
の
溜
蔽・
治
水
の
盤

側
な
ど）
を
土
台
に
し、
戦
後
ア
ジ
ア
の
冷
戦
に
よ

る
国
際
環
境
を
フ
ル
に
活
用
し
つ
つ、
鶏
介
石
体
制

下
の
強
権
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で、
制
極

的
に
外
資（
ア
メ
リ
カ
資
本）
を
現
入
し、
農
村
人

口
の
都
市
工
業
人
口
化
を
は
か
り、
産
業
構
造
の
転

換
を
達
成
し
て、
今
日
の
近
代
化
に
成
功
し
た
と
い

え
よ
う。
と
う
し
て
台
湾
は
中
国
大
陸
と
比べ
て
人

口
が
約
六
十
分
の一
に
す
ぎ
な
い
そ
の一
省
の
み
で

大
臨
全
体
に
匹
敵
す
る
総
額
五
百
二
十
四
億
米
ド
ル

（一
九
八
四
年）
の
貿
易
総
額
を
も
っ
世
界
第
十
六

位
の
貿
易
固
に
なっ
て
い
る。

と
の
よ
う
な
台
湾
に
と
っ
て、
香
港
と
の
関
係
は

き
わ
め
て
震
要
で
あ
る。
ま
ず
第一
に、
香
港
は
今

回、
台
湾
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ、
日
本
に
次
ぐ
総
額

二
十
四
億
五
千
七
百
五
十
万
米
ド
ル
に
の
ぼ
る
第
三

位
の
貿
易
相
手
国
（地
味
〉
で
あ
り、
し
か
も
ア
メ

リ
カ
に
次
ぐ
出
超
市
場
で
あっ
て、
一
九
八
四
年
に

は
約
十
七
億
米
ド
ル
の
黒
字
を
計
上
し
て
い
る。

第こ
に
は、
と
の
よ
う
な
対
香
港
貿
易
は
当
然、

香
港
を
再
輸
出
中
継
基
地
と
す
る
中
国
大
陸
と
の
貿

易
と
なっ
て、
最
近
そ
の
額
は
著
し
く
増
大
し
て
い

る。
中
台
貿
易
は、
一
九
七
七
年
以
来、
大
幅
に
増

大
し
つ
つ
あっ
た
が、
中
国
側
が
「
台
湾
貿
易
を
聞

く
と
と
に
関
す
る
曾
定
規
定」
（一
九
七
九
年）、

「
台
湾
産
品
購
買
に
つ
い
て
の
補
充
規
定」
（一
九

八
O
年）
を
発
布
し
た
と
と
も
あっ
て、
八
0
年
代

に
な
る
と
中
国
の
主
要
都
市
で
「
台
湾
製」
マ
l
ク

の
入っ
た
商
品
が
か
な
り
目
立
つ
よ
う
に
なっ
た。

と
く
に
広
州
で
は
台
湾
製
の
テレ
ビ、
ラ
ジ
カ
セ、

扇
風
機
な
ど
が
大
抵
に
出
回っ
て
お
り、
一
方、
台

北
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は、
中
国
料
理
に
欠
か
せ
な
い

大
陸
産
の「
鱗
魚」
を
最
近
も
私
は
味
わっ
て
い
る。

と
う
し
て
中
台
貿
易
は
急
増
し
つ
つ
あ
り、
一
九

八
四
年
に
は
四
十
三
億二
千
六
百
万
香
港
ド
ル
（
五

億
五
千
四
百
六
十一
万
米
ド
ル）
と
史
上
最
高
を
記

録
し、
台
湾
｜
容
港
問
の
貿
易
額
の
二
ニ・
六
Mm
を

占
め
て
い
る。
し
か
も
台
湾
か
ら
の
中
国
向
け
輸
出

が
三
十
三
億二
千
七
百
万
香
港
ド
ル
（
四
億二
千
六

百
五
十
四
万
米
ド
ル）、
中
国
か
ら
の
台
湾
向
け
輸

出
が
九
億
九
千
九
百
万
香
港
ド
ル
（一
億
二
千
八
百

八
万
米
ド
ル）
と
圧
倒
的
に
台
湾
に
と
っ
て
有
利
な

貿
易
構
造に
なっ
て
い
る
の
で
あ
る。
台
湾
の
繊
維

製
品
や
む
気
・
通
子
製
品
に
た
い
す
る
中
国
大
陸
の

需
要
が
大
きい
ζ
と
を
明
ら
か
に
物
語っ
て
い
る。

と
の
点
で
も
中継
基
地・
香
港
の
存
在
は、
台
湾に

と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う。

第
三
に
は、
香
港
l
台
湾
問の
人
の
往
楽
で
あ
り、

一
九
八
三
年
に
台
湾
か
ら
香
港へ
約
九
万
九
千
人、

香
港
か
ら
台
湾へ
約二
十
六
万
七
千
人
と
合
計
約三

十
六
万
六
千
人
が
往
来
し
た
が、
と
の
点
で
も
台
湾

に
とっ
て
香
港
は
重
要で
あ
り、
香
港
の
中
慈
旅
連

社
に
よ
る
台
湾
査
証
発
給
代
金
も一
定
の
収
入
源
に

なっ
て
い
る。
さ
ら
に、
と
れ
ら
の
香
港
中
国
人
は

最
近、
大
量
に
中
国
大
陸
を
訪れ
る
の
で、
と
う
し

た
間
接
的
な
大
陸
と
の
接
触
は、
台
湾
の
人
び
と
に

大
陸
の
厳
し
い
生
活
実
情
を
知
ら
せ
る
の
に
か
えっ

て
役
立っ
て
お
り、
そ
の
効
果
は
数
多
く
の
。
反
共

文
3u
に
も
増
し
て
大
きい。
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安定と繁栄に
すべ
てがかかる

し
か
し、
一
九
九
七
年
問
題
を
ひ
か
え
て、
香
港

と
台
湾
の
間
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い。

ま
ず
第一
に
重
要
な
問
題
は、
今
回
の
英
中
合
意

に
よっ
て、
一
九
九
七
年以
降、
航
空
権
を
中
国
政

府
が
手
中
に
入
れ
る
よ
う
に
なっ
た
だ
け
に、
果
た

し
て
台
間
｜
香
港
問
の
空
路
が
現
状
維
持
さ
れ
る
か

ど
う
か
と
い
う
問
題
が
存
在
す
る。
現
在、
台
湾
｜

呑
港
問
に
は
週
百二
十
九
使
が
就
航
し
て
お
り、
そ

1後型5.4. 23 
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イl

の
う
ち
台
湾
の
中
華
航
空
（
のV山口同
医同
F
50）

機
は、
高
雄
｜
香
港
問
の
毎
日一
往
復
を
含
め
て
週

七
十
八
使に
も
達
し
て
い
る。
一
方、
香
港
の
キ
守

セ
イ
航
空
は
最
近、
北
京
側へ
の
傾
斜
を
強
め
て
い

る
が、
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
果
た
し
て
中
華
航

空
機
が「
中
国
香
港」へ
現
状
通
り
乗
り
入
れ
可
能
か

ど
う
か
は
将来
の
大
き
な
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う。

第二
は、
香
港
に
存
在
す
る
数
多
く
の
台
湾
系
機

関
や
組
織
の
存
在
如
何
と
い
う
問
題
で
あ
り、
と
の

点
は
そ
の
活
動
を
著
し
く
制
約
さ
れ
る
に
ち
が
い
な

い
の
で、
マ
カ
オ
で
の
前
例
の
よ
う
に、
場
合に
よ

っ
て
は
全
面
撤
退
も
あ
り
得
ょ
う。

第
三
に
は
香
港
の
台
湾
系
資
本
の
動
向
で
あ
る。

と
の
点
で
は、
す
で
に
台
湾
は
香
港
の
将
来
に
そ
な

え
て
「
自
由
貿
易
区」
開
設
構
想
を
練
り、
オ
フ
シ

ョ
ア
金
融
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
も
ふ
み
き
り、
ま
た

一
時
は
滋
湖
品
に
特
別
経
済
区
を
設
け
る
構
想
も
あ

っ
た
が、
結
局、
香
港
資
本
は、
古
く
か
ら
の
デパ

ー
ト
経
営
で
知
ら
れ
る
先
施
公
司
が
今
回
台
湾
に
香

港
華
人
資
本
と
し
て
初
め
て
デパ
ー
ト
を
閉
店
す
る

と
と
に
なっ
た
程
度
で、
ま
だ
ま
だ
金
融
上
の
制
約

が
多い
台
湾
に
香
港
資
本
は
流
入
せ
ず、
流
入
し
て

も
投
資
性・
流
動
性
の
強い
香
港
資本
は
必
ず
し
も

歓
迎
すべ
き
で
は
ない
と
の
見
方
も
台
湾
側
に
あっ

て、
そ
の
後
と
の
問
題
は一
時
立
ち
消
え
に
な
り
つ

つ
あ
る。

台北市中心努にある総統府の全景

と
れ
ら
の
問
題
が
台
湾
と
香
港
の
将
来
と
の
あい

だ
に
存
在
す
る
と
は
い
え、
当
面、
台
湾
に
と
っ
て

は、
北
京
が
い
か
に
台
湾
統一
戦
略
を
堅
持
し
て
い

よ
う
と
も、
台
湾
は
香
港
と
は
決
定
的
に
異
なっ
て

い
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
だ
け
に、
結
局
は、
台
湾

自
身
の
安
定
と
繁
栄に
すべ
て
の
問
題
が
か
かっ
て

い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ない。
い
う
ま
で
も
な
く、

台
湾
は
香
港
と
違っ
て、
不
平
等
条
約
の
も
とに
外

国
人
が
統
治
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く、
食
組
や
水

を
決
定
的
に
大
陸
に
依
存
し
て
い
る
わ
け
で
も
な

い。
従っ
て
台
湾
の
安
定
と
繁
栄
が
続
き
さ
え
す
れ

ば、
将
来
は、
西
太
平
洋
地
域
の
要の
位
ほ
に
あっ

て、
た
と
え
ば
シ
lレ
l
ン
の
ネッ
ト
ワ
ー
ク
の
問

題
で
も
戦
略
的
に
ま
す
ま
す
重
要
な
位
置
を
占
め
る

で
あ
ろ
う
か
ら、
長
期
的
展
望に
立
て
ば、
そ
の
よ

う
な
台
湾
に
とっ
て
香
港
の
繁
栄
は
や
は
り
有
利
だ

と
い
う
結
論
が
埠
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う。

い
ま
や
台
湾
は
千
九
百
万
人
口
の
九
OMm
近
く
が

台
湾
に
生
ま
れ
拘けっ
た
人
び
と
か
ら
成っ
て
い
る。

そ
れ
だ
け
に、
香
港
問
題
の
登
場
が
台
湾
のe
自
決グ

を
促
す
と
い
う
意
見
も、
非
国
民
党
系
の
党
外
人
士

の
あい
だ
に
存
在
し
た。
結
局、
と
の
問
題
は、
滞

緩
間
以
後
の
台
湾
の
将
来
と
も
闘
迎
す
る
で
あ
ろ
う

が、
い
ま
や
国
共
合
作
で
は
な
く、
「
国
台
合
作」

（
国
民
党
系
外
省
人
と
台
湾
本
省
人
と
の
合
作）
が

大
き
く
進
み
つ
つ
あ
る
と
い
う
今
日
の
台
湾
の
歩
み

と
と
も
に、
よ
り
現
実
的
な
方
向
に
お
い
て
徐々
に

光
明
が
見い
だ
さ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う。
そ
の
よ
う

なプ
ロ
セ
ス
に
ho
い
て
は
台
湾
政
治
の
民
主
化、
と

く
に
大
陸
失
陥
時
の
状
祝
を
継
承
し
て
い
る
国
民
大

会、
立
法
院、
監
察
院
な
ど
の
「
法
統」
問
題
も
解

決
が
迫
ら
れ
る
で
あ
ろ
う。
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と
れ
ら
の
問
題
に
－だ
い
す
る
新
た
な
炎
知
が
部
入

さ
れ、
制
度
化
さ
れ
て
ゆ
く
な
ら
ば、
台
湾
は
香
潜

の
将
来
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず、
実
質的
な
社
会
的

・
経
済
的
なエ
ン
ティ
ティ
ー
と
し
て
の
台
湾
の
基

盤
を
よ
り一
回
固
め
る
と
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う。

そ
し
て、
二
十一
世
紀
の
い
つ
の
日
か
に
は、
そ
の

よ
う
な
台
湾
の
発
展が
中
国
大
陸
全
体
に
と
っ
て
も

大
き
な
歴
史
的
意
味
を
も
っ
と
と
に
な
る
か
も
し
れ

ない。
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（
次
回は
「
香港・
中
国・
日
本」）




